第1章 　やさしさと共生するまち
第1節 共に支え合う福祉の基盤づくり

	・　「福祉のしおり」を作成し、市民の便益と福祉の啓蒙を図った。ふれあい広場の開催などノーマライゼーションの普及に努めた。また、社会福祉の向上、在宅福祉の向上など地域福祉活動の推進を図るため、社会福祉協議会への支援等福祉の基盤づくりを進めた。


  １  福祉啓蒙経費                                               （３民生費 １社会福祉費）

「福祉のしおり」を作成し、窓口等で配布して福祉制度の紹介等を行い、市民の便宜と福祉の啓蒙を図った。

「福祉のしおり」５００部作成
２  総合福祉センター運営管理経費                               （３民生費 １社会福祉費）

総合福祉センターの運営管理

利用状況

	区分
	利用日数
	利用人数

	有料貸室
	３５５日
	１８，３５１人

	無料貸室
	３５５日
	１０，３１３人

	トレーニングルーム
	２９６日
	６，１８５人

	デイサービス
	２９５日
	６，７１９人

	合計
	―――
	４１，５６８人


３  社会福祉事業推進費補助金 　　　　　　     　　　           （３民生費 １社会福祉費）

地域における福祉活動等の拡充のため、社会福祉協議会が行う各種事業推進に要する人件費を補助

  ４  地域福祉活動促進事業補助金     　                          （３民生費 １社会福祉費）

社会福祉協議会の地域福祉活動事業に対し補助することにより、在宅福祉などの地域福祉活動の促進が図られた。

○ふれあいのまちづくり事業

〇ボランティアセンター運営事業

〇ふれあい広場開催事業

〇地域福祉活動支援事業

　　　　○福祉啓蒙事業
  ５  民生委員活動等経費　　　                                   （３民生費 １社会福祉費）

民生児童委員の職務遂行のための経費　　　　　　　　１２９人
６  民生児童委員協議会補助金        　　　                     （３民生費 １社会福祉費）

６地区の民生児童委員協議会の相互連携、活動の充実などを図った。

介護保険、在宅福祉、家庭関係等の相談指導　　９，０５４件

各種調査、友愛訪問、安否確認訪問等　　　　１４，７４８件
第2節 ｢輝いて、生涯現役｣のびやかな人生が息づくまちをつくる

	・　高齢者介護を社会全体で支える介護保険制度の適切な事業運営に努めた。シルバー人材センターへの支援、高齢者福祉施設の整備を行い、高齢者のいきがいや社会参加を促進するとともに、軽費老人ホームケアハウス事業への支援を行い、活力ある高齢社会における基盤整備を促進した。

・　在宅介護支援センターの運営支援、一人暮らしの高齢者への配食サービス事業、独居老人等緊急通報システム機器設置、「介護サービスマップ」の作成など、高齢者福祉サービスの充実に努めた。


１  シルバー人材センター補助金         　　　                    （５労働費 １労働諸費）

６０歳以上の高齢者に対する就業機会の確保や生きがいの充実、社会参加を図る事業に取り組んでいるシルバー人材センターの活動を支援した。

年度末会員数　６４０人（男性５２６人、女性１１４人）　　受託件数　２，５６６件

事業内容

（１）高齢者の就業に関する情報収集及び提供、調査研究、相談の実施

（２）臨時的かつ短期的な就業機会の確保及び提供

（３）高齢者のための無料職業紹介事業

（４）就業に必要な知識及び技能講習会等の実施

（５）会員の安全就業対策推進事業の実施
２  敬老会補助金                                             （３民生費 ２高齢者福祉費）

町内会等が主催する敬老行事等に係る経費の一部を補助し、敬老意識の醸成と老人福祉の増進を図った。

補助対象人員　７，６８５人
３  生きがい対策事業補助金　                                 （３民生費 ２高齢者福祉費）

高齢者の社会参加を図り、生きがいを見出すための対策事業に対し、老人クラブ連合会に補助を行った。

事業内容

（１）女性リーダー研修会開催

（２）老人福祉センター祭りへの参加協力

（３）ゲートボール大会への参加

（４）グランドゴルフ大会への参加
  ４  三市高齢者交流経費                                       （３民生費 ２高齢者福祉費）

三市（室蘭・登別・伊達）の高齢者の相互交流を通じて、健康、福祉、生きがい等の向上を図った。

事業内容

(１) 主催事業

 ゲートボール大会　（H14.10.17　伊達市竹原ゲートボール場）

創作活動作品発表会（H14.10.22～24　ポスフール室蘭２階ホール）

（２）協賛事業

各市老人演芸大会への協賛出演

（３）調査研究事業

社会福祉施設視察 （H15. 1.27　伊達市グループホームアウル）
５  長寿祝金等支給経費                                       （３民生費 ２高齢者福祉費）

７７歳・８８歳・９９歳の方々に１０，０００円

１００歳以上の方々に１０，０００円相当の長寿祝い品を贈呈

７７歳 ～４７８人、８８歳～１４４人、９９歳～６人、１００歳以上～３人
６  老人趣味の作業所運営等経費                               （３民生費 ２高齢者福祉費）

高齢者の生きがいのため陶芸の講習、研究、製作等の運営経費

利用人数  延１，５２６人
７  老人憩の家整備事業　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（３民生費 ２高齢者福祉費）

老朽化している老人憩の家の修繕

修繕件数　１８件
８  老人クラブ連合会補助金    　　                           （３民生費 ２高齢者福祉費）

老人クラブ連合会が行う高齢者相互支援事業・社会奉仕活動事業・交通安全運動・防災対策運動等へ補助した。
９  老人クラブ補助金                                         （３民生費 ２高齢者福祉費）

単位老人クラブ活動経費の助成

単位老人クラブ　４６団体  ３，４９９人
１０　老人福祉センター祭経費　　　                             （３民生費 ２高齢者福祉費）

老人福祉センター活動の紹介と多くの高齢者や一般市民との交流を図り、高齢者の社会参加と生きがいを促進した。

開催月日　平成１４年９月２１日

事業内容　芸能発表（舞踊、詩吟等）、作品展示（ちぎり絵、写真、油絵等）
１１　老人憩の家備品整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　 （３民生費 ２高齢者福祉費）

　　　　老人憩の家の備品を整備することにより、各種活動の充実を図った。

　　　　　折りたたみテーブル　３９施設　２２０台

　　　　　折りたたみ椅子　　　４２施設　６６０脚

１２  国民年金業務経費                                           （３民生費 １社会福祉費）

加入奨励を積極的に行い、無年金者の解消に努めた。

加入者数　　第１号被保険者数　　８，０１９人

第３号被保険者数　　５，７１９人
１３  老人医療費助成経費（道老分６５歳以上・市老分６９歳）      （３民生費 ２高齢者福祉費）
	区　分
	市老分
	道老分

	受診件数
	４，６７９　件
	２０，８８４　件

	月平均受給者数
	２６３　人
	９５０　人

	医療助成費
	１５，８６５千円
	６５，５３１千円

	１人当り医療助成費
	６０，３２３　円
	６８，９８０　円


１４  老人保健医療費給付及び支給経費  　　　　                          （老人保健特別会計）

受診件数　　　　　　　　　１９６，１９９　件

月平均受給者数　　　　　　　　８，０２９　人

医療給付費　　　　　　　６，４１８，６７５千円

１人当り医療給付費　　　　　７９９，４３６　円
１５  介護保険         　　                     　　　　　　　　 　　  （介護保険特別会計）

介護保険特別会計は、保険料賦課徴収、給付事業を行う「保険事業勘定」と居宅介護支援（ケアプラン作成）を行う「介護サービス事業勘定」に分かれている。

・介護認定状況（平成１４年度末）　　　　　　１，５７８人

・給付状況　　　　　　　　　　居宅サービス　　　７０４人

　（月平均受給者数）　　　　　施設サービス　　　３６３人　　合計　１，０６７人

・ケアプラン作成状況　　　　　居宅介護サービス　　　２人

居宅支援サービス　　　４人　　合計　　　　　６人
１６  ホームヘルプサービス低所得者利用者負担軽減に要する経費   　（３民生費  １社会福祉費）

（３民生費  ２高齢者福祉費）

介護保険制度開始に伴い利用者の負担が増えることから、ホームヘルプサービスを利用している一定条件に合う低所得者に対して本人負担一割のうち７％を公費負担とした。

支給実績　　高齢者　　６２８　件

障害者　　３４７　件
１７  家族介護慰労経費             　　　　　　　　　            （３民生費 ２高齢者福祉費）

要介護の認定（要介護度４・５）を受け、市民税非課税世帯の在宅高齢者が、過去１年間介護保険の給付を受けなかった場合、その者を現に介護している家族に対し慰労金を贈呈。

贈呈額　１０万円（被保険者１名毎）

平成１４年度贈呈実績なし

１８  在宅高齢者保健福祉推進支援経費                             （３民生費 ２高齢者福祉費）

○独居老人等緊急通報システム機器設置

・緊急通報体制

新規設置台数　　　　１０台　　　再設置台数　　２０台

年度末設置台数　　２５１台

○電話・移送サービス事業

電話サービス　　延７６９件

移送サービス　　老人福祉センターへの移送（延３，１７４件）

○老人日常生活用具給付

給付件数　　　　電磁調理器　　　　２件

紙オムツ　　　　１９件

○住宅改修支援事業費　　　　　　　　１４０件

１９  老人ホームヘルプサービス経費                               （３民生費 ２高齢者福祉費）

平成１１年７月から２４時間ホームヘルプサービス（民間委託）、平成１２年４月から介護保険制度の開始により対象者減少。

受給者　　１０世帯　（鷲別５、中央３、登別２）

１０　人　（鷲別５、中央３、登別２）
２０  在宅介護支援センター運営経費                               （３民生費 ２高齢者福祉費）

平成１２年度から介護保険制度の開始や増加する高齢者の相談等に対応するため、「しんた」を基幹型とし、「ゆのか」「ふれあい登別」を地域型として地域ケアの体制強化を図った。

支援状況　相談件数　３，３０８件　　各種利用申請手続数　２８２件
２１  特別養護老人ホーム建設事業資金借入金元利補給金（債務負担）  （３民生費 ２高齢者福祉費）

特別養護老人ホーム緑風園建設事業に係る資金借入金に対する元利補給金。

交 付 先　　社会福祉法人　登別千寿会

対象施設　　特別養護老人ホーム　緑風園

期　　間　　昭和５８年度～平成１４年度
２２  特別養護老人ホーム増築事業資金借入金元利補給金（債務負担）  （３民生費 ２高齢者福祉費）

　　　　特別養護老人ホーム緑風園増築事業に係る資金借入金に対する元利補給金。
交 付 先　　社会福祉法人　登別千寿会

対象施設　　特別養護老人ホーム　緑風園

期　　間　　平成１０年度～平成２９年度
２３  老人措置費                                                 （３民生費 ２高齢者福祉費）

老人ホームへの施設入所措置を行うことにより、老人の心身の健康保持及び生活安定を図り、老人福祉の向上を図った。

平成１４年度末入所者数　　８人（恵寿園以外）

３９人（恵寿園）
２４  養護老人ホーム恵寿園運営経費                               （３民生費 ２高齢者福祉費）

老人福祉法の理念に基づき、恵寿園における生活が家庭的で、健全で安らかな生活がおくれるよう園の運営に努めた。

平成１４年度末入所者数

	区　　分
	男
	女
	合計

	登 別 市
	６人
	３３人
	３９人

	他市町村
	７人
	１３人
	２０人

	合　　計
	１３人
	４６人
	５９人


２５  恵寿園施設整備事業                                         （３民生費 ２高齢者福祉費）

屋根葺き替え工事　　１２４.０㎡

２６  配食サービス経費                                           （３民生費 ２高齢者福祉費）

調理の困難な高齢者単身世帯等を対象に、宅配による食事を提供した。

（社会福祉協議会に委託）

利用状況　　４，６７２食
２７  老人デイサービス経費                                       （３民生費 ２高齢者福祉費）

デイサービス事業を「しんた」更には、「緑風園」で実施してきたが、介護保険制度の実施により減少した。

利用実績（年間延利用人員）

しんた２１　１３９人

緑　風　園　　　２人　　合計　１４１人
２８  老人ショートステイ経費                                    （３民生費 ２高齢者福祉費）

      介護保険制度の開始により平成１３年度に引き続き、平成１４年度も利用はなかった。
２９  地域総合整備資金貸付金（彩咲会分）               　       　（３民生費 １社会福祉費）

６０歳以上で、自炊ができない程度の身体機能低下が認められ、又は高齢等のため独立して生活するには不安があり、家族による援助が困難な方を入居対象とする軽費老人ホームケアハウスの建設事業を支援することにより、高齢社会における基盤整備を推進する。

３０　外国人高齢者・障害者福祉給付事業　　　　　　　　　　　　　（３民生費　２高齢者福祉費）

在日外国人高齢者・障害者で無年金者に対し福祉給付金を支給した。

対象者　１人

３１　社会福祉法人利用者負担減免助成金　　 　　　　　　　　　　　　（３民生費 １社会福祉費）

　　　　低所得者で特に生計が困難である者について、介護サービスを提供する社会福祉法人等が利用者負担を減免した場合、社会福祉法人に対し減免に要した費用の一部を助成する。

　　　　平成１４年度支給なし

３２　介護サービスマップ作成経費　　　　　　　　　　　　　　　　（３民生費　２高齢者福祉費）

　　　　介護サービス等の情報マップを市独自で作成し、地域におけるサービスの周知を図るとともに、利用者のサービス選択に資することを目的とする。

　　　　平成１４年度　５，０００部作成（在宅介護支援センター、事業所等に配布）

第3節 ｢輝いて、生涯健康｣一人ひとりが健康を守り育てるまちをつくる

	・　健康まつりや健康増進講座の開催、がん検診や人間ドック、脳ドックなど各種検診の助成、しんた２１へのトレーニング機器配備など、健康づくりに取り組むための環境を整備するとともに、心身の健康を確保できるよう母と子の健康づくり事業、老人保健事業などを推進した。


  １  ヘルスパイオニアタウン事業・疾病予防経費 　                   （国民健康保険特別会計）

目　　的　～　市民全体の健康水準の向上を図る。

主な事業　～　健康まつりの開催、短期人間ドック助成、脳ドック助成、

インフルエンザ予防接種助成、がん検診料助成、医療費通知、

市民スポーツフェスティバル助成等
２  健康増進講座経費（総合福祉センター）　                      （３民生費 １社会福祉費）

ジャズダンス教室　　開催数　昼・夜　各４８回　　受講者　延 　　９３５人

エアロビクス教室　　開催数　昼・夜　各５０回　　受講者　延 １，３９４人
３  トレーニング機器購入費（総合福祉センター）                    （３民生費 １社会福祉費）

各機器の耐用年数が経過し老朽化が進んでいるため、利用者の安全を考慮し年次的に更新。

更新機器

エアロバイク（バイクマシン）　　　　　　　６台

エアロクライム（ステップマシン）　　　　　２台
  ４　ヘルシークッキング教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４衛生費 １保健衛生費）

　　　　生活習慣病を予防するためには、正しい食習慣はきわめて重要な要素であることから、毎日の食事づくりにかかわることの多い女性に対して意識高揚を図り、個人の健康や子供を含めた家族の健康づくりにつながることを目標とする。

　　　　　実施回数　３回　親２４人　子１７人　計４１人受講

５  母と子の健康づくり事業                                      （４衛生費 １保健衛生費）

幼児歯科保健対策事業

　フッ素塗布　　　　７４４人　　　フッ素洗口　    　　　３５５人

　ブラッシング指導　　　１ヶ所　　むし歯予防教室（親子）　２８組

乳児健康診査（４ヶ月児）

　診察、計測、相談（育児・栄養）　　　　　　　　３５６人　　年１２回

１歳６か月児健康診査

内科検診、歯科検診、計測、相談（育児・栄養）　３６５人　　年１２回

母子栄養管理事業（８ヶ月児）

  離乳食指導、計測、育児相談　　　　　　　　　　３７０人　　年１２回

　妊婦健康診査　　一般健康診査　　　      　　　　４２１人

ＨＢｓ抗原検査　　　　　　　　　４２１人

超音波検査（３５歳以上）  　　　　３５人

ＨＢｓ抗原検査陽性者指導  　　　　　５人

３歳児健康診査

診察、歯科検診、計測、尿検査、視聴覚検査、精神発達相談、栄養相談、育児相談

３９５人　　年１２回

母子訪問指導　　　訪問による保健指導　　　　　　２０１人

健やか親子教室　　すこやかマタニティー教室　　　　９４人

すこやか赤ちゃん教室　　　　　　５６組
６  児童生徒健康診断等経費                                  　  （１０教育費 ２小学校費）

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０教育費 ３中学校費）

学校保健法の規定に基づき児童生徒の健康診断を実施し、児童生徒の健康保持・増進を図った。

診断内容

結核検診（小１・中１） 心臓検診（小１・中１） ぎょう虫卵検査（幼稚園児・小１～３）

回虫卵検査（小１～３） 尿検査（全員）

  ７  新入学児童健康診断等経費  　　　　　                    　   （１０教育費 ２小学校費）
学校保健法第６条の規定に基づき、新入学児童の健康診断を実施し、児童生徒の健康保持・増進を図った。

新入学児童健康診断内容

　栄養状態、脊柱・胸部の疾病及び異常の有無、視力及び聴力

歯・口腔の疾病及び異常の有無、その他疾病及び異常の有無　（受診者４４１名）

  ８  老人保健事業                                                （４衛生費 １保健衛生費）

健康手帳　４０歳～６９歳　１，２２６冊、７０歳以上　５３６冊

健康教育　１１３回　　　３，２１６人

健康相談　１４０回　　　２，０２４人

健康診査　基本健康診査　２，１２５人

　 eq \o\ad(胃がん検診,　　　　　　)　１，０５８人

子宮がん検診　１，８１６人

 eq \o\ad(肺がん検診,　　　　　　)　２，０１８人

 eq \o\ad(乳がん検診,　　　　　　)　    ９９２人

　大腸がん検診　    ９１０人

　前立腺がん検診　　３８５人

　歯周疾患検診　　　　３３人 

機能訓練　１０８回

訪問指導　３４６回
９  結核検診経費　         　　　　                             （４衛生費 １保健衛生費）

胸部レントゲン撮影（間接撮影）　　受診数　８１人
１０  エキノコックス症対策経費                                    （４衛生費 １保健衛生費）

血清検査人員　２６人　　　　　　　　（社団法人室蘭市医師会に委託）

疫学調査のための検体（キツネ）捕獲　（登別市有害鳥獣駆除協議会に委託）
１１  予防接種経費                                                （４衛生費 １保健衛生費）

３種混合、２種混合、麻しん、風しん、ポリオ、インフルエンザ、

ツベルクリン反応及びＢＣＧ
１２  献血推進協議会運営事業助成金    　　　                      （４衛生費 １保健衛生費）

    室蘭赤十字血液センターの移動採血車が市内を巡回し、多くの市民に協力を求め血液の確保に努めた。

事業内容

・普及広報活動

・移動採血車による巡回献血　　１２日　　３７会場　　　９５４人

・成分献血　　　　　　　　　　実施人員　　４６人
１３  地域医療対策等経費                                          （４衛生費 １保健衛生費）

総合的な保健医療業務を円滑に推進するため、室蘭・登別地域医療連絡協議会を中心に次の事業を行った。

・救急医療啓発普及事業　　・二次救急医療措置事業

・広域救急医療対策事業　　・室蘭・登別保健センター償還金負担金
・社団法人北海道総合在宅ケア事業団年会費

第4節 やさしさに満ちた福祉社会を築く

	・　ひとにやさしいまちづくりとして、障害者の日常生活の支援や、障害者の社会的自立を支援するとともに、小規模通所授産施設の運営支援、精神障害者共同住居運営事業の支援など、おもいやりのあるまちづくりを進めた。


  １  視力障害者協会補助金    　　                                 （３民生費 １社会福祉費）

視力障害者の自立更生と福祉の増進に寄与した。

登別視力障害者協会運営経費の助成
２  社会福祉施設入所者（児）面会旅費助成金                      （３民生費 １社会福祉費）

社会福祉施設に入所している者（児）の家族に対して経済的負担を軽減するため、面会するための旅費を助成した。

助成対象世帯数　　１０２世帯

利用世帯数　　　　　　６世帯（年２回まで助成）
３  重度心身障害者在宅世帯等水道使用料金助成金                  （３民生費 １社会福祉費）

重度心身障害者在宅世帯及び寝たきり老人在宅世帯に対し、経済的負担を軽減するため水道料金の一部を助成した。

助成世帯数　７４９世帯
４  身体障害者自動車燃料費助成金                                 （３民生費 １社会福祉費）

    身体障害者に対し経済的負担を軽減するため、日常生活に使用する自動車燃料費の一部を助成した。

助成件数　３１件（ガソリン２６件・軽油５件）
５  ことばを育てる親の会補助金   　　　                         （３民生費 １社会福祉費）

ことばに障害のある児童の保護者と関係者が協力し、研修、親睦、言語治療教室の育成援助に努める親の会に対し助成した。
６  肢体不自由児（者）父母の会補助金                            （３民生費 １社会福祉費）

肢体不自由児（者）の療育と福祉の増進を目的に活動する父母の会に対して助成した。
７  在宅重度心身障害者ショートステイ経費　                      （３民生費 １社会福祉費）

身体障害者ショートステイ事業は、北海道リハビリテーションと事業委託している。

平成１４年度利用実績　　　１人
  ８  地域療育推進経費　       　　                               （３民生費 １社会福祉費）

心身の健全な発達に不安のある児童が必要とする療育サービスを効果的に受けることができるよう、関係する機関の職員で構成する地域療育推進協議会を設置し、連絡調整を行うことにより早期発見・早期治療の体制作りを行うとともに研修を通じて療育サービスの資質向上を図った。
９  のぞみ園運営管理経費                                        （３民生費 ３児童福祉費）

障害のある児童や障害の疑いのある児童の訓練及び保護者への相談指導を行った。

通園児童数　　３６人（肢体不自由児１６人、知的障害等児２０人）

延利用人員　　１，４７０人　　　　開設日数　　２３０日
１０  重度心身障害者医療費助成経費                                （３民生費 １社会福祉費）

重度心身障害者の経済的負担を軽減するため、医療費の一部を助成した。

受診件数　　　　　　　　２７，２９６　件

月平均受給者数　　　　　　１，１６４　人

医療助成費　　　　　　２２４，１４０千円

一人当り医療助成費　　１９２，５６０　円
１１  知的障害者措置等関係経費                                     （３民生費 １社会福祉費）

知的障害者の心身の健康保持と更生のため、施設入所措置を実施した。

措置状況　　１１５人（更生施設４８人・授産施設２０人・通所施設１９人・

通勤寮４人・グループホーム２４人）
１２  心身障害者地域共同作業所運営補助金                          （３民生費 １社会福祉費）

障害者の社会参加、自立及び生きがいの充実を図るため就業機会と福祉の増進を図るため、心身障害者地域共同作業所革工房「瑞樹」に対して助成した。
１３  重度心身障害児介護手当支給経費                              （３民生費 １社会福祉費）

精神又は身体に障害のある児童の保護者に対して、経済的負担を軽減するため、手当てを支給し福祉の増進を図った。

支給延人員　７３１人
１４  特別障害者手当等支給経費                                    （３民生費 １社会福祉費）

重度の障害者で特別の介護を必要とする者（児）に対して、経済的負担を軽減するため手当を支給した。

特別障害者手当　　　延      ７４８人

障害児福祉手当　　　延      ４４３人

 eq \o\ad(福祉手当,　　　　　　　)　　　延      ２７３人

合　　　　　計　　　延  １，４６４人
１５  小規模通所授産施設（すずかけ作業所）運営経費                 （３民生費 １社会福祉費）

学齢を超えた就業困難な心身障害者の社会人としての自立を図るため、授産施設に通所させ作業及び生活の訓練を行った。

利用人員　　　　７人

開設日数　　２２９日
１６  精神障害者共同住居運営費補助金　                            （４衛生費 １保健衛生費）

医療法人社団「友愛会」開設の共同住居に対し運営費を補助した。

所在地　　　　　　登別市鷲別町２丁目３２番地１

共同住居規模　　　定員８人
１７  精神障害者通所授産施設運営費補助金　　　　　　　　　　　　　（４衛生費 １保健衛生費）

医療法人社団「千寿会」開設の通所授産施設に対し運営費の一部を補助した。

所在地　　　　　登別市中登別町２４番地１２０

授産施設規模　　定員３０人
１８　精神障害者居宅支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４衛生費 １保健衛生費）

　　　　ホームヘルプ事業

　　　　　自宅にホームヘルパーが訪問し、家事の援助や生活の仕方の相談に応じるなど、精神障害のある方が自立した生活が送れるよう支援する。（利用者なし）

　　　　ショートステイ事業

　　　　　介護している家族が一時的に不在となる期間、精神障害のある方が安心して生活できるよう場所の提供をする。（利用者なし）

１９  社会復帰支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（４衛生費 １保健衛生費）

精神障害者地域活動補助

精神障害者の自助及び互助活動を目的とする登別回復者クラブに対し助成した。

事業内容　　スポーツ・レクリエーション・社会見学・研修会等

会員数　　　２５人
　　　　精神障害者社会復帰施設通所交通費補助

　　　　　精神障害者が通所授産施設及び地域共同作業所に通所する場合に要する交通費の一部を助成し、費用負担の軽減を図る。（対象人員　８人）

２０  重度障害者（児）福祉タクシー関係経費                         （３民生費 １社会福祉費）

日常生活において公共交通機関を利用することが困難な重度の障害者（児）に対し、経済的負担の軽減を図るため、タクシーを利用する場合に一部を助成した。

助成内容　タクシー基本料金

助成件数　６２５件
２１  身体障害者自動車改造費助成金　                              （３民生費 １社会福祉費） 

身体障害者福祉法による車椅子支給者の社会参加及び自立支援を図るため自動車改造に係る経費の一部を助成した。

助成者数　　１人
２２  身体障害者自動車運転免許取得費助成金　                      （３民生費 １社会福祉費）

身体障害者の社会参加促進及び自立支援を図るため経費の一部を助成した。

申請者　　平成１４年度はなし
２３  身体障害者措置関係経費                                       （３民生費 １社会福祉費）

身体障害者の心身の健康保持、生活安定のため施設入所措置を行うことにより、身体障害者の更生及び福祉の増進を図った。

年度末措置人員

療育施設　　　　　９人　　　　　授産施設　　　６人

更生入所　　　　１１人　　　　　更生通所　　　　　９人

　　　　　　合　　計　　　３５人
２４  登別身体障害者福祉協会補助金                                （３民生費 １社会福祉費）

身体障害者が文化・スポーツ等を通して相互交流を行い、社会参加と自立を促す活動をする福祉協会に助成した。

２５  重度身体障害者日常生活用具給付費　                          （３民生費 １社会福祉費）

重度身体障害者に日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図った。

歩行支援用具・入浴補助用具等を２８件給付
２６  重度身体障害児日常生活用具給付費　                          （３民生費 １社会福祉費）

重度身体障害児に日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図った。

電動式たん吸引器を２件給付
２７  身体障害者補装具給付費　                 　　　              （３民生費 １社会福祉費）

身体障害者の日常生活の便宜や社会参加を図るため、車椅子等の補装具の給付及び修理を行った｡

給付実績　　　７０４件（給付６６７件・修理３７件）
２８  身体障害児補装具給付費　                           　　　    （３民生費 １社会福祉費）

身体障害児の日常生活の便宜や社会参加を図るため、車椅子等の補装具の給付及び修理を行った｡

給付実績　　　　９５件（給付　９０件・修理　５件）
２９  心身障害者デイサービス経費                                  （３民生費 １社会福祉費）

しんた２１で実施

事業実績

フルコース　　　　２６５件

特浴　　　　　　　９１３件

創造的活動　（カラオケ・西洋陶芸・書道・音声ワープロ・ちぎり絵・木工芸・ワープロ）

２，６０８件
３０  心身障害者（児）ホームヘルプサービス事業                      （３民生費 １社会福祉費）

平成１２年度介護保険制度の開始に伴い、２４時間ヘルプサービス体制の取り組みが必要となることから、平成１１年度７月から常勤ヘルパーの身分を民間業者に移管し、併せて民間委託を実施した。

利用状況

受給世帯数　　３３世帯（鷲別１１、中央１４、登別８）

受給者数　　　３６　名（鷲別１１、中央１７、登別８）　　

３１　社会福祉協議会貸付金（たすけあい金庫）         　           （３民生費 １社会福祉費）

低所得者世帯に対する援護資金貸し付けのため、社会福祉協議会に原資を貸し付けた。

貸付状況

貸付件数　　　５９件

資金使途　　　応急生活費　　５５件　　　教育の臨時経費４件
３２  生活保護の動向                                              （３民生費 ４生活保護費）　

　生活保護相談件数並びに申請受理件数　　
	区　分
	相談延件数
	申請件数
	却下件数
	取下件数

	平成１４年度
	４５１
	１０３
	０
	３

	平成１３年度
	３６０
	８０
	０
	２


開始世帯状況

	区　分
	総数
	世帯類型
	開始理由

	
	
	高齢
	母子
	傷病障害
	その他
	世帯主の傷病
	世帯主の障害
	死別離別
	収入の減
	その他

	平成１４年度
	１００
	２７
	１７
	３８
	１８
	４８
	５
	１２
	１４
	２１

	平成１３年度
	７８
	２２
	１７
	２９
	１０
	２９
	０
	１７
	２
	３０


廃止世帯状況

	区　分
	総数
	世帯類型
	廃止理由

	
	
	高齢
	母子
	傷病障害
	その他
	傷病治癒
	死亡失踪
	就労収入増
	不就労収入増
	その他

	平成１４年度
	５８
	３０
	１１
	１２
	５
	２
	２５
	１１
	２
	１８

	平成１３年度
	６１
	２０
	１０
	２５
	６
	１
	１８
	１６
	５
	２１


世帯数及び人員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	区分
	平成１４年度
	平成１３年度
	増　　　減

	被保護世帯数
	７,２７９
	６，９８０
	２９９

	被保護人員
	１１,０２０
	　　　１０，４９１
	５２９


扶助別延人員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

	区分
	平成１４年度
	平成１３年度
	増　　　減

	生活扶助
	９,２７１
	８，８５９
	４１２

	住宅扶助
	８,６８７
	８，１２１
	５６６

	教育扶助
	９７８
	９２４
	５４

	介護扶助
	５７６
	５０７
	６９

	医療扶助
	９,４９４
	９，４３３
	６１

	生業扶助
	１
	１
	０

	出産扶助
	１
	１
	０

	葬祭扶助
	１８
	７
	１１

	施設事務費
	２２
	３３
	△１１

	冬季薪炭費
	８０５
	７７１
	３４

	計
	２９,８５３
	２８，６５７
	１,１９６


３３  生活保護適正実施推進事業      　                            （３民生費 ４生活保護費）

生活保護業務の安定的な運営を助長するため、必要な調査研修等を通じ資質の向上を図った。

事業内容　・扶養能力調査徹底事業　　　　・レセプト点検事業

・所内研修充実事業　　　　　　・先進福祉事務所等実地研修事業

・生活保護制度周知徹底事業　　・レセプト点検実務特別事業

・事務処理効率化事業　　　　　・生活保護制度中央研修事業
３４  母子家庭等医療費助成経費                                    （３民生費 １社会福祉費）

母子家庭等の母と児童に対し、経済的負担を軽減するため、医療費の一部を助成した。

受診件数　　　　　　１０，４７３　件（母親分６２件・児童分１０,４１１件）

月平均受給者数　　　　１，５８３　人

医療助成費　　　　　３５，６７４千円

１人当り医療助成費　　　２２，５３５　円
３５  児童扶養手当及び特別児童扶養手当関係経費                     （３民生費 ３児童福祉費）

児童扶養手当～１８歳未満の児童を扶養している母等に支給

特別児童扶養手当～身体や精神に障害のある２０歳未満の児童の保護者等に支給

受給者　　児童扶養手当　　　　６４８人

特別児童扶養手当　　　７１人
３６  アイヌ民族文化祭補助金   　　　　                           （３民生費 １社会福祉費）

アイヌ民族の文化伝承事業に対する補助

平成１４年１１月９日静内町で開催

事業内容　　・アイヌ古典舞踊　　・アイヌ語劇　　・民族衣装の紹介

・ムックリ製作と演奏体験　　・アイヌ民芸品展示等
３７  北海道ウタリ協会登別支部補助金                              （３民生費 １社会福祉費）

アイヌ文化の保存及び福祉の向上を図る支部に対し補助。

事業内容　　・アイヌ語教室　　・刺しゅう教室　　・アイヌ文化祭等
３８  生活館活動推進経費   　　　　                        　　   （３民生費 １社会福祉費）

　　　アイヌ民族文化の伝承及び普及を図った。

刺しゅう教室の開催　１７回　受講者　延２７２人

３９　第６回障害者インターナショナル世界会議札幌大会参加費補助金　（３民生費 １社会福祉費）

　　　　世界各国の障害者の実態及び障害者に対する施策など見聞を広めるとともに参加する各国の障害者との交流を深めるため、大会に出席した登別市障害者福祉団体連絡協議会へ補助。

４０　手をつなぐ育成会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３民生費 １社会福祉費）

　　　　心身に障害のある者（児）の療育と福祉の増進を図るため登別市手をつなぐ育成会に補助。

第5節 安心して子どもを生み、健やかに育つ環境をつくる

	・　乳児保育、障害児保育、延長保育、保育所の広域入所など保育所機能の拡充に努めるとともに、登別保育所の建替着手、富士保育所の整備など保育体制の整備を図った。

・　子育て支援センターによる育児不安等への相談指導等の実施、さらには、放課後児童クラブの充実を図るなど、次代を担う子供たちの健やかな成長を支援する環境づくりに努めた。


１  乳幼児医療費助成経費                                        （３民生費 １社会福祉費）

    医療費の一部を助成し、乳幼児の健康増進と健やかな育成に努めた。

受診件数　　　　　　　１８,３６７　件

月平均受給者数　　　　　２,４０２　人

医療助成費　　　　 　 ５５,５４７千円
１人当り医療助成費　　　 ２３,１２５　円
  ２  災害遺児手当支給経費                                        （３民生費 ３児童福祉費）

      災害等により児童の父母等が死亡若しくは障害の状態となった場合に、その児童を養育している保護者に対して手当を支給した。　　　　対象者　　２名
  ３  児童手当支給経費                                            （３民生費 ３児童福祉費）
	区分
	現行分
	年齢拡充分
	合計

	被用者
	８，２９５人
	１０，８６２人
	１９，１５７人

	非被用者
	３，０４６人
	３，９４２人
	６，９８８人

	特例給付
	４９６人
	―――
	４９６人

	合計
	１１，８３７人
	１４，８０４人
	２６，６４１人


４  普通保育所運営管理経費                                      （３民生費 ３児童福祉費）

共働き世帯や病人の介護などにより、家庭での保育が困難な世帯の児童に対して適切な保育サービスを提供し、保育に欠ける児童の健やかな育成を図った。

措置児童数の状況（平成１５年３月１日現在）

富士保育所　　１１７人　　鷲別保育所　　　１１０人

栄町保育所　　１０１人　　幌別東保育所　　　９９人

登別保育所　　　２２人　　登別温泉保育所　　　８人　　　　合計４５７人
５  へき地保育所運営管理経費                                    （３民生費 ３児童福祉費）

共働き世帯や病人の介護などにより、家庭での保育が困難な世帯の児童に対して適切な保育サービスを提供し、保育に欠ける児童の健やかな育成を図った。
措置児童数の状況（平成１５年３月１日現在）

富浦保育所　　　１６人
６  障害児保育経費                                              （３民生費 ３児童福祉費）

心身に障害を持つ児童や、発育発達に心配のある児童を受け入れ、児童の健全な成長・発達を促した。

保育児童数　８人
７  保育所特別保育科目実施経費（あそびの広場）                    （３民生費 ３児童福祉費）

乳幼児を持つ保護者を対象に子供との関わり方や遊び方を指導し、育児不安の解消を図るとともに、親子のふれあいや交流を深めた。

実施場所　子育て支援センター　　実施回数　　４回　　参加者数　８７人

実施内容　親と子の遊び、手遊び、運動あそび、砂あそび、シャボン玉あそび外
  ８  保育所特別保育科目実施経費（交流事業）                       （３民生費 ３児童福祉費）

保育所の児童が、地域のお年寄りや異年齢児との交流を深めた。

事業実施状況

・老人福祉施設訪問等世代間交流事業　　４保育所（富士、鷲別、栄町、登別）

　　参加者　２，３６３人

・異年齢児交流事業　　　　　　　　　　１保育所（幌別東）参加者　　　５８７人

事業内容　ミニ運動会、ゲーム大会、老人福祉施設訪問、伝承あそび、クリスマス会等
９  保育所特別保育科目実施経費（延長保育）                       （３民生費 ３児童福祉費）

共働き世帯等の増加により延長保育を希望する保護者も増加してきており、これらのニーズに対応するため延長保育を推進し児童の健全な発達に寄与した。

延長保育実施状況　　６２人（富士保育所２３人・鷲別保育所　１２人・

栄町保育所１０人・幌別東保育所１７人）

（栄町保育所及び幌別東保育所は平成１３年度から実施）
１０  保育所の広域入所経費                                         （３民生費 ３児童福祉費）

市町村の境界に住んでいる場合や通勤途中に保育所がある場合等において、居住地以外の保育所についても選択できるよう配慮し、児童及び保護者の負担軽減を図った。

広域入所委託児童数　２０人（室蘭市内１３人、白老町内７人）
１１  日胆はまなす里親会補助金                                    （３民生費 １社会福祉費）

里親制度の周知を図り、児童福祉の向上に寄与した。
１２  仕事と育児両立支援事業    　　　　                          （３民生費 ３児童福祉費）

ファミリーサポートセンターは会員制で運営しており、援助を必要とする会員と提供できる会員の調整を行い適切な育児援助を行った。

依頼会員３３２人、提供会員１２５人、両方会員８０人　合計５３７人

活動状況　１，０２１件／３，６７７時間／預かり人数２２８人
１３  病院内等保育事業補助金                                      （３民生費 １社会福祉費）

職員を確保するため、病院内等で保育を実施している団体に対して補助した。

実施事業所　　恵愛病院、登別厚生年金病院、三愛病院、登別中央病院、

室蘭ヤクルト販売株式会社（５所）
１４  放課後児童クラブ運営経費                                    （３民生費 ３児童福祉費）

昼間保護者不在の家庭における小学校低学年児童等に適切な遊び及び生活の場を与え、児童の健全な育成を図った。

在籍児童数　　富岸児童クラブ　３４人

常盤児童クラブ　１２人
１５  子育て支援センター運営経費                                   （３民生費 ３児童福祉費）

育児に不安を持つ保護者が増加しており、育児相談やあそびの広場などを通して育児不安の解消を図るとともに親子のふれあいや交流を促した。

事業実施状況

・育児相談　　８１人　・あそびの広場　　　　　８７人　・センター開放　１，６１４人

・子育て講座　６６人　・育児サークルの育成　３３０人　・あそびの紹介　　　３７２人

・保育所開放事業　３２６人　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　２，８７６人
１６  家庭児童相談室運営経費                                       （３民生費 ３児童福祉費）

児童の躾や環境、施設への入所など、家庭の一般的な相談に応じ、福祉の増進を図った。

事業内容　　母子・家庭相談員の配置　１人

相談件数　　　　　　　７４件
１７  児童館・児童センター運営管理経費                              （３民生費 ３児童福祉費）

遊びを通して、児童の健康増進と情操を豊にすることを目的とし、児童福祉の向上に努めた。

利用者数合計　６０，５７６人

	児童館名
	利用者数
	児童館名
	利用者数
	児童館名
	利用者数

	登別
	９，６１０
	常盤
	１０，６１４
	若草
	８，７８３

	富浦
	２，７７２
	富士
	７，７３５
	鷲別
	３，３９１

	幌別
	５，１７６
	富浜
	５，００２
	美園
	７，４９３


１８  こどもショートステイ事業                                    （３民生費 ３児童福祉費）

疾病などにより児童の養育が一時的に困難になった場合に、児童を養護施設で養育し児童の健全な育成を図った。

平成１４年度利用者　１人
１９　放課後児童等衛生・安全対策事業費補助金　　　　　　　　　　　（３民生費 ３児童福祉費）

　　　　病院内及び事業所内保育事業に従事する職員の健康診断に要する経費の一部を補助し、職員の福祉向上を図るとともに、保育児童の健全な育成に努めた。

　　　　補助対象病院及び事業所

　　　　　医療法人　社団友愛会　　医療法人　三樹園会登別中央病院

　　　　　室蘭ヤクルト販売株式会社

２０　登別保育所建替経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３民生費 ３児童福祉費）

　　　　登別温泉バイパス工事の進捗に伴って、登別温泉保育所を移転するとともに、施設の老朽化が著しい登別保育所及び富浦保育所を統廃合し、新たな保育所を登別地区に建設する。

　　　　　平成１４年度は地質調査委託、用地確定測量委託、基本設計委託等を実施

２１　学校給食指導経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３民生費 ３児童福祉費）

　　　　小学校入学前の５歳児を対象に学校給食指導を行い、小学校入学後に戸惑うことのないよう体験させた。

　　　　　対象児童数　１２７人

２２　富士保育所整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３民生費 ３児童福祉費）

　　　　年々増加する低年齢児の入所希望に対応するため、管理人室を保育室に改造し、受入体制の整備を図った。

　　　　改造面積　　５２．５㎡

第6節 女性も共に参画する地域社会をつくる

	・　女性の社会参画及び自主的な活動を促進するため、女性活動団体への支援や女性リーダーの育成に努めた。

・　男女共同参画社会づくりを推進するため、「のぼりべつはぁもにぃプラン２１（登別男女共同参画基本計画）」を策定し、推進会議を設置。男女共同参画講演会や学習会を開催し、男女平等の意識づくりに努めた。


  １  婦人活動振興助成金                                        （１０教育費 ５社会教育費）

女性の社会参画及び自主的な活動を促進するため、登別市婦人団体連絡協議会へ助成した。

地区単位会　３婦人会　４町内会婦人部  会員数　１，１９７人

 eq \o\ad(事業内容,　　　　　)　第３７回かあちゃんオリンピックの開催

第４３回市内婦人大会の開催

各種研修会の実施及び参加、各種行事への参加
２  三市合同婦人国内研修負担金                                （１０教育費 ５社会教育費）

女性の社会参画及び自主的な活動に向けて中核となる女性リーダーを育成するため、室蘭・登別・伊達の三市が合同で女性の国内派遣研修を実施しました。

実施時期　平成１４年１０月２４日～１０月２７日  ３泊４日

研 修 先　国立婦人教育会館及び東京都内施設視察

派遣人員　団員４人、引率者１人
  ３  婦人センター運営管理経費                                      （５労働費 １労働諸費）

勤労婦人及び家庭の主婦の福祉増進と文化の向上を図るとともに施設の環境整備に努めた。

利用状況

有料　　７７５件　　１１，６２９人　　無料　　１９５件　　６，６６６人
  ４　男女共同参画社会づくりの推進経費                             （２総務費 １総務管理費）

男女がお互いの人権を尊重し合い、それぞれの個性と能力を発揮しながらあらゆる分野に対等に参画できる男女共同参画社会を形成するため、男女平等に向けての意識づくりや女性の社会参画の充実に努めた。

事業実績

○男女共同参画講演会

期日・場所　　１１月１日　鉄南ふれあいセンター

参加人数　　　１６０人

講　　師　　　伊藤公雄氏　（大阪大学大学院人間科学部教授）

テーマ　　　　「女性と男性のための男性学入門」

期日・場所　　１月１５日　市民会館　

参加人数　　　１３０人

講　　師　　　加藤千寿子氏（ファイン代表取締役）

テーマ　　　　「いまからスタート！人生をあきらめない」

○登別市男女共同参画社会づくり推進会議設置

　基本計画を推進するための市民組織。２０人（公募委員５人、団体推薦１５人）任期２年

○ビデオフォーラム

　　期日・場所　　１１月３０日　市民会館

　　参加人数　　　６０人

　　テーマ　　　　「だれでもできるジェンダーフリー」（ビデオ鑑賞後意見交換）

　　のぼりべつ

○情報提供

情報紙「はぁもにぃ」の発行（５月１日号市広報紙折込）

○登別市男女共同参画基本計画の策定

男女共同参画社会づくり市民検討委員会での検討を経て策定

　計画書１，０００部、ダイジェスト版２５，０００部

○民間シェルター運営費補助金

家庭内暴力による被害者（女性・子供）を一時的な保護を行ったり、相談を受け、再出発のための様々な支援を行う民間シェルターの運営を補助する。

助　成　団　体　名　　ネット・マサカーネ・いぶり

総相談件数　　２，７２２件（うち暴力、離婚に関する相談１，０１３件）

総面接件数　　１，１３６件（うち暴力、離婚に関する相談　　５５７件）
シェルター利用人数　３２人（同伴子供４５人）

シェルター退去後の行き先　自立２１人、他地域へ５人、自宅へ６人

シェルター利用延べ日数　４９２日
５　女性の健康づくり推進経費                                    （４衛生費 １保健衛生費）

健診機会の少ない女性の疾病予防を図るため、健診を実施し女性の健康づくりに努めた。

事業実績（１）骨粗しょう症検査＋血液検査等　（　７８人受診）

（２）骨粗しょう症検査　　　　　　　（　８６人受診）

６　第５０回胆振管内婦人大会助成金　　　　　　　　　　　　　　（１０教育費 ５社会教育費）
　　　現在のめまぐるしい社会情勢に対し、思いやりの心を持って友情の輪を広め、生涯学習の実践者として、自らを高め、郷土の発展に寄与することを目的とした第５０回胆振管内婦人大会に助成した。

期日・場所　　７月２９日　市民会館

参加人数　　　４７０人

　　　　　　助成金　　　　４００千円
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